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要約
先行研究において看護系大学生が抱く看護師の理想イメージとして抽出された『看護師の資質を表す理想
イメージ』『看護師の冷静さと権威を表す理想イメージ』『看護師の清らかさを表す理想イメージ』『看護
師の女性らしさを表すイメージ』の 4 因子，学生自身の自己イメージとして抽出された『理想の看護師の
資質と合致する自己イメージ』『自身のポジティブさを表すイメージ』『自身のネガティブさを表すイメー
ジ』の 3 因子および志望動機，希望する卒業後の進路が，学生の学習意欲にどう影響するかを検証するこ
とを目的に，A 看護大学生 229 名分の質問票を分析した。その結果，本調査の対象者における学習意欲へ
の影響要因として，『看護師の資質と合致する自己イメージ』（β =.409，p=.000），『志望理由 医療関係の
分野に興味があるから』（β =.178，p=.002），『看護師の清らかさを表すイメージ』（β =.208，p=.001），『看
護師の冷静さと権威を表すイメージ』（β =.154，p=.016）の関与が示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　近年の経済不況は，若者の就職へも影響し，資
格取得は就職時に有利とされる。それを反映して
か，大学全入時代を迎えたとはいえ，看護系大学
の志願者数は増加している（河合塾，2015）。こ
れらの受験生のなかには，看護師になりたいとい
う本人の意思というよりはむしろ，両親や知人
の勧めにより志願する学生も少なくないと思われ
る。そのような学生においては，決して学習意欲
が高いとはいえない状況を生じさせる可能性が推
測される。人の行動は，必ずしも具体的・実証
的知識に基づくものではなく，漠然とした印象
に左右されることは少なくないとされる（吾郷，
1996）。すなわち，看護学生が抱く看護師へのイ
メージが，自身の学習意欲に影響することが容易
に推測される。
　看護系大学生の抱く看護師のイメージについ
て，門脇ら（2001）は，268 名の看護系大学生が
抱く看護師の理想像を調査し，「コミュニケーショ
ンが上手」「信頼できる」「やりがいのある」「責
任感のある」「テキパキ」「親しみやすい」「専門
的」「将来性がある」など 23 項目が高い評定であっ
たことを報告している。また，工藤ら（2003）は，
71 名の看護系大学生について看護のイメージを
調査し，「看護の特性因子」「看護の価値因子」「看
護師の外観因子」「看護の労働性因子」「看護師の
知的因子」の 5 因子を報告している。江口ら（2006）
は，看護系大学生 266 名を対象に , 看護師のイメー
ジの因子構造を調査し，「やすらぎ型イメージ」「専
門職熟練型イメージ」「美的調和型イメージ」「安
全配慮型イメージ」の 4 因子を明らかにしている。
このように看護系大学生における看護師のイメー
ジについてはいくつかの知見が得られている。
　理想とする看護師イメージと看護学生自身の自
己イメージ，すなわち，将来，医療職に就くで
あろう学生自身の理想自己と現実自己の相違は
看護学を修めようとする姿勢にも大きく影響する
と思われる。医療技術の進歩により，看護師には
患者の様々なニーズに対するきめ細かなケアを提
供する能力が求められている。しかしながら，理
論や知識に基づく知力の育成を重視する看護基
礎教育と臨床現場が求める実践能力とのあいだ
にはギャップがあり，新人看護師のリアリティ

ショックが問題となっている（内山，2005）。こ
れは新人看護師あるいは学生時代に抱いていた看
護師の理想像と現実の自己像との乖離を意味す
るといえよう。ロジャーズは理想自己と現実自
己の乖離は心理的に不安定にさせるとしている

（Kirschenbaum & Henderson，1989 ／伊藤 & 村
山，2001）。命を扱う現場で働く看護師イメージ
と看護学生自身の自己イメージとの乖離は，看護
師になることを躊躇させ，学習を妨げるのではな
いかと推測する。理想とする看護師のイメージお
よび看護学生の自己イメージの学習意欲や学習態
度への影響が明らかとなれば、今後の看護教育に
おける指導方法に資する資料が得られるものと考
える。特に，学年を重ねる中で進路に悩む学生は
少なくはなく，それらの学生が高いモチベーショ
ンをもって学習を継続できるようにする基礎資料
が得られるものと考える。また，学生の属性や希
望する卒業後の進路なども学習意欲に関われるこ
とが予想される。これらの関係が明らかとなれば，
座学だけでなく実習といったストレスの高い状況
においても，学生が高い学習意欲をもち続けるこ
とが可能となる方略の糸口になるのではないかと
考えた。
　そこで，本研究では，看護学生が抱く看護師の
理想イメージや看護学生自身の自己イメージ、志
望動機や希望する進路などが学習意欲にどのよう
に影響するかを検証することを目的とする。

Ⅱ．方法
1．研究デザイン
　関連探索的研究デザイン

2．測定尺度
　看護師に対する理想イメージおよび自己イメー
ジについては，臼井ら（1999）が作成した 64 項
目の質問票から「白衣」「キャップ」などといっ
た外見イメージ等を除いた 58 項目を用いた。こ
れらは「誠実な」「やさしい」といった形容詞的
な表現によって代表されるイメージによって構成
されている。各項目に対して「弱い」から「強い」
までの 4 段階で評価してもらい，各評価に対して
1 から 4 点の点数を与え，点数が高いほど質問項
目に代表されるイメージが高くなるよう点数化し
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た。看護師に対する理想イメージは，「技術の熟
達」「専門的」「観察力を要す」「テキパキ」「コミュ
ニケーションが上手」など 19 項目から構成され
た『看護師の資質を表す理想イメージ』，「威圧的」

「恐ろしい」「冷たい」「陰険な」「きびしい」「プ
ライドが高い」の 6 項目から構成された『看護師
の冷静さと権威を表す理想イメージ』，「やさしい」

「清楚な」「清潔な」「誠実な」「あたたかい」の 5
項目から構成された『看護師の清らかさを表す理
想イメージ』，「美人」「かわいい」「育ちの良い」

「女らしい」より構成された『看護師の女性らし
さを表すイメージ』の 4 イメージである（古川ら，
2016）。学生自身の自己イメージは「応用力がある」

「専門的」「技術の熟達」「テキパキ」など 16 項目
より構成された『理想の看護師の資質と合致する
自己イメージ』，「明るい」「親しみやすい」「活発な」
などの 10 項目より構成された『自身のポジティ
ブさを表すイメージ』，「恐ろしい」「威圧的」「気
が強い」などの 7 項目から構成された『自身のネ
ガティブさを表すイメージ』の 3 イメージである

（古川ら，2016）。
　学習意欲には永嶋（2001）の学習意欲尺度を使
用した。これは，「学習態度」（14 項目），「リーダー
シップ能力」（7 項目），「演習・実習への取り組み」

（4 項目），「将来に対する展望」（5 項目），「小集
団での課題遂行能力」（3 項目）の下位尺度から
構成された 33 項目の質問票である。「非常に当て
はまる」から「全く当てはまらない」までの 4 段
階で回答を求めた。回答に対しては 1 点から 4 点
を与え，点数が高いほど学習意欲が高いことを示
すようにした。したがって，学習意欲尺度がとり
得る値の範囲は 33 点から 132 点であり，下位尺
度では学習態度で 14 点から 56 点，リーダーシッ
プ能力で 7 点から 28 点，演習・実習への取り組
みで 4 点から 16 点，将来に対する展望で 5 点か
ら 20 点，小集団での課題遂行能力で 3 点から 12
点である。
　そのほかの項目として，年齢，性別のほか，志
願理由，希望進路など学習意欲に関する項目を収
集した。

3．データ収集および分析方法
1）データ収集の方法

　A 大学の看護学生（以下，研究協力者とする）に，
同大学の講義室に集合していただいた。研究協力
者に，研究の目的及び概要を，文書を用いて口頭
で説明した。講義室内で質問票への回答を依頼
した。なお，質問票への回答および回収をもって
研究参加への同意とした。374 部を配布し回収さ
れた 289 名分の質問票のうち（回収率：77.2％），
質問票のいずれかの項目に欠損値があった質問票
を除き 229 名分の質問票を分析対象とした（有効
回答率 61.2％）。
　データの収集期間は 20XX 年 4 月である。

2）データ分析方法
　学習意欲およびその下位尺度の代表値の算出に
は記述統計を使用した。研究協力者の性別，学
年，志願理由，希望進路と学習意欲の関係につ
いて，2 群間の平均値の比較には Mann-Whitney
の U 検定，3 群以上の間の平均値の比較には
Kruskal-Wallis の検定およびその後の検定として
Bonferroni の補正を用いた Mann-Whitney の U
検定を行った。看護師に対する理想イメージの 4
因子，自己イメージの 3 因子，および学習意欲と
関連が示唆された研究協力者の属性や志願理由，
希望進路を独立変数とし，学習意欲を従属変数と
した重回帰分析を行った。
　統計解析には統計パッケージソフト SPSS 
statistics ver.22 を用いた。

3）倫理的配慮
　研究協力者には研究の目的と具体的な方法を，
説明文書を用いながら，口頭で説明を行った。具
体的には，1）個人情報保護法に則り，知り得た
情報の管理を行うこと，2）プライバシーの保護
に十分気を遣い，研究協力者の施設での個人が特
定しない形式に変換し，記号化すること，3）収
集されたデータは，外付けのハードディスクにの
みバックアップデータを保存し，作業が終わるた
びに研究代表者の研究室内の鍵のかかる書棚に保
存することで外部への流出を防ぐ対応をとるこ
と，4）研究終了と同時に質問票はすべてシュレッ
ダーにかけるとともに，入力データおよび解析結
果はハードディスクから完全に削除することなど
を説明した。あわせて，参加は自由意志であるこ

関西看護医療大学紀要　第8巻　第1号（2016） 29

看護系大学生の学習意欲に影響を及ぼす要因



と，参加協力をしなくても不利益をこうむらない
こと，質問紙の提出をもって研究参加に同意とな
ることも説明した。

Ⅲ．結果
1．�学習意欲およびその下位尺度と研究協力者
の属性の関連

　研究協力者全体における学習意欲得点は 80.1
± 12.6 点であった（表 1）。また，下位尺度の得
点は，学習態度が 32.7 ± 7.0 点，リーダーシップ
能力が 15.9 ± 4.0 点，演習・実習への取り組み
が 10.4 ± 2.2 点，将来に対する展望が 14.0 ± 2.1
点，小集団での課題遂行能力が 7.1 ± 1.7 点であっ
た。男性の学習意欲得点は 81.0 ± 15.2 点，女性
が 79.8 ± 11.6 点と有意な差は認めなかった。学
年による比較を行った結果，学習意欲，学習態度，
演習・実習への期待で有意な差を認めた（学習意
欲：1 年生 >2 年生，1 年生 >3 年生；学習態度：
1 年生 >2 年生，1 年生 >3 年生；演習・実習への
期待：1 年生 >2 年生，1 年生 >3 年生，1 年生 >4
年生）。
　志望動機では医療関係の分野に興味があった学
生（該当：83.9 ± 10.2 点，非該当：78.3 ± 13.3 点，
p<.001）において有意な差を認めた（表 2）。
　卒後の進路との関連では，看護師として働きた
い（該当：80.5 ± 12.6 点，非該当：73.9 ± 11.6 点）、
大学院への進学において有意な差を認めた（進学
希望：88.3 ± 9.4 点，進学非希望：79.5 ± 12.6 点，
p<.01）（表 3）。家族における医療関係者の有無，
研究協力自身の入院経験の有無，家族における
入院経験の有無では，有意な差は認めなかった

（表 4）。

2．�看護師の理想イメージおよび自己のイメー
ジと学習意欲との関連

　学習意欲を従属変数とし，学習意欲との関連が
うかがわれた学年，志望動機の『医療関係の分野
に興味があった』，卒後の進路の『看護師として
働きたい』『大学院進学希望』，看護師の理想イメー
ジとして『看護師の資質を表す理想イメージ』『看
護師の冷静さと権威を表す理想イメージ』『看護
師の清らかさを表す理想イメージ』『看護師の女
性らしさを表すイメージ』の 4 因子，研究協力者

の自己イメージとして『理想の看護師の資質と合
致する自己イメージ』『自身のポジティブさを表
すイメージ』『自身のネガティブさを表すイメー
ジ』の 3 因子を独立変数としたステップワイズ式
重回帰分析を実施した。その結果，『看護師の資
質と合致する自己イメージ』（β =.409，p=.000），

『志望理由 医療関係の分野に興味があるから』（β
=.178，p=.002），『看護師の清らかさを表すイメー
ジ』（β =.208，p=.001），『看護師の冷静さと権威
を表すイメージ』（β =.154，p=.016）の影響を認
めた（表 5）。なかでも，『看護師の資質と合致す
る自己イメージ』のβ値は .409 と最も高かった。

Ⅳ．考察
1．�学習意欲と研究協力者の属性，志望理由，
卒後の進路

　学習意欲への関与がうかがわれた項目は，学年，
志望理由『医療関係の分野に興味があるから』，
卒後の進路の『看護師として働きたい』『大学院
進学希望』であった。
　学年では，1 年生の方が学習態度，演習・実習
への取り組みの下位尺度において，他の学年より
も高い傾向を示した（学習態度：1 年生 >2 年生，
1 年生 >3 年生；演習・実習への取り組み：1 年
生 >2 年生，1 年生 >3 年生，1 年生 >4 年生）。本
調査を行ったのが 4 月であり，特に 1 年生では大
学生活という新たな環境におかれたため，点数が
高くなったものと推測する。この 1 年次の学習に
対するモチベーションが保ち続けられるような教
授方法の工夫が必要といえよう。
　志望理由では『医療関係の分野に興味があるか
ら』（該当：84.0 ± 9.9 点，非該当：79.1 ± 13.2 点）
において，学習意欲に有意な差が認められた。A
大学は単科の看護大学であるため，入学する学生
の目的は，将来，保健や医療の現場で働くことと
いえる。医療分野への関心の高さは，自身が学ぼ
うとする看護学と関連するため，学習意欲に有意
な差が生じたのではないかと推測する。同様に，
卒業後の進路における『看護師として働きたい』
は，看護師となり看護師として医療に従事したい
という明確な目的であり，学習意欲を高めたもの
と推測する。
　また，卒後の進路では『大学院進学希望』にお
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いて学習意欲の有意な差を認めた（該当：87.4 ±
10.6 点，非該当：79.1 ± 12.5 点）。該当する学生
は大学院においてさらに高度な学習をしたいと希
望していると推測され，学習意欲が高くなったも
のと考えられる。

2．�学習意欲と研究協力者の属性と自己イメー
ジ，看護師に対する理想イメージの関連

　重回帰分析の結果，学習意欲には『看護師の資
質と合致する自己イメージ』（β =.409，p=.000），

『志望理由 医療関係の分野に興味があるから』（β
=.178，p=.002），『看護師の清らかさを表すイメー
ジ』（β =.208，p=.001），『看護師の冷静さと権威
を表すイメージ』（β =.154，p=.016）の関与が示
唆された。（表 5）。
　看護学生自身の自己イメージでは『看護師の資
質と合致する自己イメージ』のみが，学習意欲
に影響していた。これは，看護師として有すべ
き資質を自身が有しているということを客観視し
ているものと推測する。また，本研究の研究協力
者は，1 年生を除き，病院や施設での実習を経験
している。実習では自己の行動を振り返り，客観
視することも求められる。この振り返りをとおし
て自身に看護師としての資質を有しているかどう
かを自己評価しているものと推測する。くわえ
て，看護師の資質と合致する自己イメージを有す
ることは，看護師が自分自身の適職であることを
自認することにつながると推測される。理想と
する自己と現実の自己が合致することは心的な
安定をもたらすとされており（Kirschenbaum & 
Henderson，1989 ／伊藤 & 村山，2001），理想と
する看護師のイメージと自己イメージとの合致が
さらに学習意欲を高めたと推測する。したがって，
看護師としての資質として重要とされる言動が学
生にみられた場合，それを学生にフィードバック
することが学習意欲の維持，向上に有効と考える。
　看護師に対する理想イメージでは，『看護師の
清らかさを表すイメージ』および『看護師の冷静
さと権威を表すイメージ』の関連を認めた。本研
究における『看護師の清らかさを表すイメージ』
も「やさしい」「清楚な」「清潔な」「誠実な」「あ
たたかい」から構成されており，非常にポジティ
ブなイメージであるといえる。この看護師に対す表
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るポジティブな理想イメージが看護師になりたい
とする気持ちを強化させ，学習意欲に影響したと
推測する。一方，『看護師の冷静さと権威を表す
イメージ』は，命を取り扱う現場において，冷静
沈着に対応する専門職としてのイメージと考えら
れる。患者を慮る態度と何事にも動じることなく
冷静にケアを実施するという看護師の専門性を表
す明確なイメージを有することが学習意欲に影響
したものと推測される。交野と高島（2012）は，
看護に対するイメージと現実のイメージの差が大
きいほど、学習を積み重ねても将来の目標に繋が
らなかったり、看護のやりがいが感じられなかっ
たりしていることが明らかにしている。学生が理
想とする看護師のイメージを保ち続けることが重
要といえる。森ら（2005）は看護が大学生の理想
の看護師像の記述より，専門職者としての特性を

表 5　研究協力者の看護師に対する理想イメージ，自己イメージ，および進学動機の学習意欲への影響

表 4　家族おける医療従事者の有無，および自身・家族の入院経験の有無と学習意欲の関連
Mean SD 

(n=91) (n=138) p (n=96) (n=133) p (n=191) (n=38) p 

 79.3 14.5 80.7 11.2 81.6 11.8 79.1 13.1 80.6 11.8 77.7 16.2 

 32.2 8.0 33.0 6.4 33.7 6.5 32.0 7.4 33.0 6.8 31.4 7.9 

 15.7 4.3 16.1 3.7 16.4 4.1 15.6 3.9 16.1 3.9 15.1 4.2 

10.23 2.3 10.5 2.0 10.5 2.1 10.3 2.2 10.5 2.1 10.2 2.6 

 14.0 2.2 13.9 2.0 14.0 2.1 14.0 2.2 14.0 2.0 13.7 2.7 

7.1 2.0 7.2 1.6 7.1 1.6 7.2 1.8 7.1 1.7 7.3 2.1 

Man-Whitney U  * p<.05 ** p<.01 *** p<.001 

理解する段階，看護の専門的知識を習得し看護の
方法を理解する段階，理想の看護職としてあるべ
き自己の姿を明確化する段階の 3 つのプロセスの
存在を明らかにし，学生が目指す理想の看護師像
をより具体的に描けるような教育方法や創造的な
授業が必要であるとしている。したがって，看護
の専門性を学生に充分に理解させることが，看護
師の理想イメージを鮮明にさせ，学習意欲を高め
る方略となると考える。
　志望動機では『医療関係の分野に興味があるか
ら』のみの関連を認めた。高山（2000）は，大学
生の学習観について「興味・関心」が「主体的探
究」および「理解」という因子に含まれた構造で
あったことを明らかにし，興味・関心を持つこと
は，学生が自律的に行うことを意味し，必然的に
深い理解や追及が生まれるとしている。これに則
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れば，医療分野における興味は，学生自身の内部
から生じる医療分野における知的好奇心といえ，
さらに深い理解や知識の獲得を目指す学習意欲へ
と影響したと考えられる。中山ら（2012）は、看
護技術教育における Web 教材の学習意欲への効
果を報告している。医療関係に興味を有する学生
の知的好奇心を支えるためにも，学内だけでなく
自宅からも興味ある科目の資料等が閲覧できるオ
ンデマンド型の学習教材の整備などが今後求めら
れるといえよう。くわえて，看護を教授する教員
は，学生が医療分野への興味を持てるような，そ
して，興味を持ち続けられるような授業の工夫が
必要と考える。さらに，学生に対し最新の医療，
看護の情報を提供するなど，教員の持てる知識の
アップデートもまた必要と考える。

Ⅴ．おわりに
　本調査結果は，看護系大学 1 校における調査で
あるため，看護学生を代表するサンプルではない。
今後はサンプルを増やす必要がある。同時に，今
回の研究は横断的研究であり，看護学生の学習意
欲が経時的に変化するかどうかについては検討し
ていない。この点についてもさらなる調査が必要
と思われる。
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